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「喫茶店」の倒産動向（2024 年度） 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンク

に帰属します。  

当レポートはプレスリリース用資料として作成して

おります 。著作 権法 の範 囲内 でご 利用い ただ き、

私 的 利 用 を 超 え た 複 製 お よ び 転 載 を 固 く 禁 じ ま

す。  

「喫茶店」の倒産動向（2024 年度） 

 

2025 年 3 月の発表は  

2025 年 2 月 28 日（金）午前 9 時  

 

発表日  

本件照会先  

次回調査の公表予定 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2024 年度に発生した「喫茶店」の倒産は 2 月までに 66 件発生し、年度累計で過去最多を更

新する可能性がある。需要は回復しているが、コーヒー豆や人件費、テナント料の高騰により経

営環境は厳しく、価格転嫁も進まず利益確保が難しいことが要因となっている。コンビニや大型

チェーンとの競争が激化し、消費者の節約志向も影響。高級コーヒーやスペシャルティコーヒー

などは好調で、「こだわりの 1 杯」をどう差別化するかといった視点が重要となる。 

 

株式会社帝国データバンクは「喫茶店（カフェ）」の倒産発生状況について調査・分析を行った。  

集計期間：2000 年 4 月 1 日～2025 年 2 月 28 日まで  

集計対象：負債 1000 万円以上・法的整理による倒産  

  

SUMMARY 

2025/03/06  

喫茶店の 4 割が「赤字」経営、 

値上げ進まず小規模店で苦戦 

 

「喫茶店」の倒産急増、 
24 年度は過去最多ペース 
「コーヒー豆高騰」も打撃 
 

飯島 大介 （調査担当）  

帝国データバンク 

東京支社情報統括部  

03-5919-9343（直通）  

情報統括部： tdb_jyoho@mail.tdb.co.jp  
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「喫茶店」の倒産動向（2024 年度） 

「喫茶店」の倒産、2024 年度は過去最多ペース 

 

 街の喫茶店で倒産が急増している。2024 年度（2024 年 4 月～25 年 3 月）に発生した「喫茶店（カフ

ェ）」の倒産（負債 1000 万円以上、法的整理）は、2 月までに 66 件発生した。前年度から 1.5 倍に急増し

た 23 年度通年（68 件）を上回るペースで推移しており、年度累計でも 2018 年度（73 件）を上回る可能

性がある。倒産した喫茶店のうち 8 割以上が資本金 1000 万円未満の中小零細店だった。 

 足元では、カフェの需要は徐々に回復している。家計調査などを基に 1 世帯（二人以上）のコーヒー「購入

杯数」を推計すると、24 年度（1 月まで）は 1 カ月当たり平均 1.8 杯となり、コロナ禍前の水準に回復した。 

 こうした状況にも関わらず、喫茶店の倒産が相次ぐ背景には、原材料価格に加え、人件費など店舗運営コ

ストの上昇が大きく影響した。2023 年度の喫茶店における損益状況をみると 4 割が赤字となったほか、

「減益」を含めた「業績悪化」の割合は 7 割にのぼり、過去最大だったコロナ禍の 2020 年度（82.6％）に

次ぐ規模となった。小麦粉や乳製品のほか、特にコーヒー豆の大幅な仕入価格の上昇が喫茶店の経営を圧

迫している。国内に多く流通しているアラビカ種の価格は、1 ドル 150 円台で推移した円安を背景に 2024

年度平均で 1 キロ 900 円を超え、前年度から 1.4 倍、コロナ禍の 2020 年度に比べると 2.5 倍に急騰し

た。コーヒー豆以外にも電気・ガス代、アルバイトなどの人件費といったコストに加え、都市部ではテナント料

なども上昇しており、喫茶店のコスト環境は厳しさを増している。 

 他方で、コーヒー1 杯への価格転嫁は十分に進まず、利益を十分に確保しづらい状況が続いている。もと

もと、喫茶店事業は客単価が低く、回転率も他業態に比べて高くない事業環境に加え、昨今は 1 杯 100 円

台後半で提供する安価なコンビニコーヒーや、ハイペースでの出店で攻勢をかける大型チェーン、周辺のカ

フェとの競合も激化している。昨今の物価高で消費者の節約志向が高まり、同業他店との競争も激化する

なかで大幅な値上げがより難しくなっていることも、物価高に耐え切れなくなった中小零細店の倒産が増加

した要因となっている。 

 足元では、高級コーヒーやスペシャルティコーヒーの需要を取り込み成長する喫茶店もあるほか、ブランド

力のある店舗やオンライン販売では一定の売り上げを維持したケースもある。コーヒー1 杯へのこだわりと

いった、他店やチェーン店との違いをどこまで訴求できるかが重要となる。 

 

「喫茶店」の倒産はコスト増を背景に、過去最多ペースで推移している  

 
「喫茶店」の倒産件数 推移 「喫茶店」の損益動向 
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[注] 「倒産」：負債1000万円以上の法的整理
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[注1] Commodity Marketsより帝国データバンク推計、2024年度は12月まで
[注2] 損益動向は純利益に基づく。2024年度は2月までの判明分
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コーヒー豆価格の動向※1
（2020年度=100、右軸）


